
 

  



 

  

日 曜 行　　事 時　　　間 場　　所 担　 当

2 火 G.G練習 9:30～ 北堀公園 稲澤夫妻

6 土 詩吟教室 10:00～ 藤城小ふれあいサロン 今　　井

9 火 G.G練習 9:30～ 北堀公園 大西・坂田

11 木 ねんりんピック予選会 8:30～ 岩倉東公園 選抜６名

12 金 坪内・佐々木

16 火 野間・高橋

17 水 深草カップ交流親睦大会 9：00～ 桃山城公園

19 金 G.G練習 9:30～ 北堀公園 藤井夫妻

20 土 詩吟教室 10:00～ 藤城小ふれあいサロン 今　　井

23 火 G.G練習 9:30～ 北堀公園 藤田・田原

25 木 区老連春親睦大会 9：00～ 淀競馬場

26 金 石田・原田

30 火 大西・今井

暑気　厳しさ増します折り、常に水分補給怠りなくお過ごし下さい

 藤城連合実年会　行事カレンダー

     　　  令　和　　5　年　5　月

G.G練習 9:30～ 北堀公園

G.G練習 9:30～ 北堀公園
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藤 
森 

祭 
５
月
５
日
に
藤
森
神
社 

神
幸
祭
（
神
輿
巡
行
）
が
行
わ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
午
後
４
時
過
ぎ
に
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
文
琳
さ
ん
か
万
帖

敷
大
通
り
で
観
て
く
だ
さ
い
。
担
ぎ
手
の
熱
気
溢
れ
る
姿
に
何
か

を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

「
藤
城
お
出
か
け
た
い
ク
ラ
ス
」
報
告 

４
月
20
日
に
世
界
文
化
遺
産
宇
治
平
等
院
に
７
名
で
行
っ
て
き
ま

し
た
。
色
々
な
言
語
が
飛
び
交
い
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
庭
園
散
策
と

鳳
翔
館
を
観
て
、
買
い
物
を
し
て
帰
宅
し
ま
し
た
。 

新
入
会
員
の
ご
紹
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

庶
務
部 

鈴
木
美
恵
子 

西
部
―
２ 

太
田 

千
恵
子 

様 

万
帖
敷
町 

西
部
―
２ 

長
谷
川 

節
子 

様 

万
帖
敷
町 

中
部
―
１ 

岩
崎 

徳
次 

様 

万
帖
敷
町 
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藤城ニューフレンドだより

健康部　大西勝彦

＊　第３５回全国健康福祉祭（ねんりんピックえひめ２０２３）の京都市予選会が

　 　５月１１日（木）岩倉東公園グラウンドで行われます。選抜１組６名をエントリーしました。

＊　「深草カップ」交流親睦大会が５月１７日（水）に桃山城運動公園で開催予定です。

＊　区老連春季親睦大会が５月２５日（木）淀競馬場で行われます。男女夫々２７位までが

　 　１０月の京都市老連大会の予選会に出場出来ますので頑張って下さい。

＊　令和４年度年間表彰項目達成者は以下の方々でした。おめでとうございます。（敬称略）

　年間表彰項目

坪内俊郎 19.76 田原佐洋子 20.21

三嶋光夫 37個 田原佐洋子 42個

石原敏行 6/17 ーー ーー

稲澤健次 6/17 ーー ーー

坪内俊郎 6/24 今川信枝 4/8

男性 　　　　　令和５年 ３月 グラウンド・ゴルフ成績表

開催日 参加者 平均スコア H-1

3 11 21.18 4 大西、野間、藤田、山口

7 10 21.66 6 大西、坪内、野間、藤田、元生、山口

10 11 22.09 4 石田、稲澤、野間、元生

14 10 20.26 6 藤田②、三嶋②、稲澤、坪内

17 8 22.08 3 石田②、三嶋

24 11 21.12 4 坪内、藤田、元生、山口

計6日 61人 21.33 27 5ｹ1人、3ｹ6人、2ｹ2人

女性

3 13 22.78 6 坂田②、稲澤、小園、高橋、藤井

7 13 23.05 9 谷口②、元生②、小園、佐々木、田原、原田、藤井

10 14 23.75 2 原田、藤井

14 12 22.63 8 小園③、佐々木②、稲澤、今川、坂田

17 8 23.73 4 元生②、今井、小園

24 11 22.93 1 今井

計6日 71人 23.08 30 6ｹ1人、4ｹ1人、3ｹ3人、2ｹ4人、1ｹ3人

    　　４月１１日（火）、練習開始に先立ち

   　　 年度初めの総会を開催。会計報告

   　 　大会等実績/予定/予算案説明と

　　　　３月度H-O賞、年間表彰項目の

　　　　達成者表彰を行い、 ３３名で

       　新年度をスタートしました。

     

（左は総会参加者写真）

この度、新たに万帖敷町の岩崎徳次さん（74歳）が入部されました。宜しくお願い致します。

ホールインワン(H-1)達成者　（敬称略）

男性 女性

　　　　　ベスト平均スコア賞

最多ホールインワン賞

　ダイヤモンド賞

オール２打賞

- 3 -



 

  

漢
詩 

大
山
（
伯
耆
富
士
）
に
上
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桃
城
町 

佐 

倉 

冨 

男
（
洛
陽
吟
社
代
表
） 

今
か
ら
三
十
数
年
前
に
、
女
房
と
二
人
で
蒜
山(

ひ
る
ぜ
ん)

・
大
山(

だ
い
せ
ん)

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
ド
ラ
イ
ブ
し
、

麓
の
大
山
寺
に
一
泊
、
次
の
日
に
大
山
に
登
山
し
た
。
八
月
八
日
の
事
と
で
大
変
暑
か
っ
た
こ
と
と
、
山
頂
の
素
晴

ら
し
い
風
景
と
が
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。 

上
大
山
（
伯
耆
富
士
） 

 
 

大

山

だ
い
せ
ん

（
伯
耆

ほ
う
き

富
士

ふ

じ

）
に
上

の
ぼ

る 
 

 
 

佐
倉 

旭
学 

作 

仰
望
峰
嶂
聳
天
空 

 
 
 

仰
望

ぎ
ょ
う
ぼ
う

す
峰
嶂

ほ
う
し
ょ
う 

天
空

て
ん
く
う

に
聳

そ
び

え
、 

 
 

俯
瞰
海
濱
波
浪
荒 

 

俯
瞰

ふ

か

ん

す
海
浜

か
い
ひ
ん 

波
浪

は

ろ

う 

荒 あ

る
。 

 
 

石
徑
揩
汗
踏
苔
上 

 

石
径

せ
っ
け
い 

汗
あ
せ

を
揩

ぬ
ぐ

い 

苔
こ
け

を
踏 ふ

み
て
上

の
ぼ

れ
ば
、 

大
山
山
頂
白
雲
颺 

 

大
山

だ
い
せ
ん 

山
頂

さ
ん
ち
ょ
う 

白
雲

は
く
う
ん 

颺
ひ
る
が
え

る
。 

 

（
七
言
絶
句 

陽
韻
） 

[

語
意]

◎
大
山
…
鳥
取
県
西
部
に
あ
る
火
山
。
中
国
地
方
第
一
の
高
峰
。
標
高
一
七
二
九
ｍ
、
伯
耆
富
士
と
も
言
う
。 

 

◎
仰
望
…
見
上
げ
る
、
仰
ぎ
望
む
。
◎
峰
嶂
…
み
ね
、
山
、
こ
こ
で
は
大
山
の
こ
と
。
◎
俯
瞰
…
見
お
ろ
す
。 

◎
石
径
…
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
道
。 

{

大
意]

仰
ぎ
見
る
と
大
山
は
天
高
く
そ
び
え
、
足
元
を
見
お
ろ
す
と
海
辺
が
広
が
り
、
白
波
が
荒
れ
て
い
る
。
石
や
岩
の

ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
し
た
険
し
い
登
山
道
を
、
流
れ
る
汗
を
拭
き
な
が
ら
、
岩
に
付
い
た
苔
を
踏
み
つ
つ
上
り
、
や
っ
と

山
頂
に
立
て
ば
、
谷
か
ら
湧
き
あ
が
っ
て
き
た
白
雲
が
ひ
る
が
え
っ
て
い
た
。 

詩
吟
同
好
会
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

一
緒
に
楽
し
く
唄
い
ま
し
ょ
う
。
発
声
の
基
礎
か
ら
お
稽
古
し
て
い
ま
す
。
三
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
見
学
に
お
越
し
下
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
六
四
五
ー
一
七
八
七
（
今
井
）
ま
で
。 

  

 

営業時間 昼 12:00～ 2:00 オーダーストップ  2:00 

営業時間 夕  5:00～10:00    〃         10:00 

定休日  毎週月曜日（祝日を除く） 

〒612-0847 京都市伏見区深草大亀谷大山町 85 TEL (075)641-5299 
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桃
城
町 

佐 

倉  

旭 

學
（
洛
陽
吟
社
代
表
） 

脳
の
活
性
化
の
た
め 

 
 

 

漢
詩
作
り
を
始
め
ま
せ
ん
か
（
そ
の
七
十
七
） 

二
か
月
余
り
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
月
か
ら
再
開
し
ま
す
。
奮
っ
て
投
稿
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
今
月
の
題
は
「初
夏

偶
吟
」
と
し
ま
す
。
初
夏
の
風
物
、
感
想
な
ど
一
行
詩
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。
二
字
熟
語
は
、
今
ま
で
の
実
年
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

も
、
ど
ん
ど
ん
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
作
詩
に
関
す
る
ご
質
問
の
あ
る
方
は
、
佐
倉
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

（
二
字
熟
語
） 

〇 

〇 
 

薫 

風 

南 

風 

池 

頭
（
池
の
ほ
と
り
） 

 

落 

花 

詩 

書 

蛙 

聲 
 
 

一 

過 

心 

中 
 

読 

来
（
読
み
き
た
り
て
） 

竹 

陰 
 

如 

潮
（
潮
の
如
く
） 

新 

陰 
 

青 

苔 

 

● 

● 
 

初 

夏 
 
 
 

一 

巻 

新 

緑 

読 

去 

新 

樹 
 

竹 

樹 
 

呼 

雨
（
雨
を
呼
ぶ
） 

閣 

閣
（
蛙
の
鳴
き
声
） 

蛙 

鼓
（
蛙
の
声
） 

万 

巻 
 

疎 

雨 
 

入 

夏
（
夏
に
入
り
） 

燕 

語
（
燕
の
鳴
き
声
） 

（
三
字
熟
語
） 

●
〇
〇 

雨
餘
天 

昼
蕭
然 

聳
吟
肩
（
吟
肩
を
そ
び
や
か
す
） 

緑
陰
前 

起
茶
煙
（
茶
煙
お
こ
る
） 

雨
如
煙
（
雨
、
煙
の
如
し
） 

入
新
篇
（
新
篇
に
入
る
） 

聴
新
蝉
（
新
蝉
を
聴
く
） 

聴
流
泉
（
流
泉
を
聴
く
） 

転
清
妍
（
大
変
清
く
美
し
い
） 

意
悠
然
（
意
ゆ
う
ぜ
ん
た
り
） 

絶
塵
縁
（
塵
縁
を
ぜ
っ
す
） 

対
清
漣
（
清
い
漣
に
対
す
） 

 

●
●
〇 

五
月
天
（
五
月
の
天
） 

落
日
前 

風
景
鮮
（
風
景
あ
ざ
や
か
な
り
） 

汲
水
煎
（
水
を
汲
ん
で
に
る
） 

聴
杜
鵑
（
杜
鵑
を
聴
く
） 

驚
午
眠
（
午
眠
を
驚
か
す
） 

在
眼
前
（
眼
前
に
在
り
） 

志
更
堅
（
志
さ
ら
に
堅
し
） 

絶
俗
縁
（
俗
縁
を
ぜ
っ
す
） 

詩
酒
縁
（
詩
酒
の
縁
） 

情
緒
牽
（
情
緒
ひ
く
） 

千
古
伝
（
千
古
に
伝
う
） 

語
語
円
（
語
々
ま
ど
か
な
り
） 
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  笑
顔
は
最
強
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー
ル
（
一
） 

万
帖
敷
町 

松
井 

光
三 

或
る
誌
に
載
せ
ら
れ
た
標
題
を
参
考
に
し
な
が
ら
投
稿
し
ま

す
。
釈
迦
に
説
法
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
参
考
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。 

株
式
会
社
笑
顔
ア
メ
ニ
テ
ィ
研
究
所
代
表
取
締
役
門
川
義
彦
さ

ん
が
、
そ
の
誌
に
書
か
れ
た
一
部
を
引
用
し
な
が
ら
書
い
て
み
ま

す
。 赤

ち
ゃ
ん
は
、
生
ま
れ
て
当
分
の
間
は
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い

ま
す
。
人
間
は
本
来
、
笑
顔
で
い
る
の
が
本
来
の
姿
な
の
で
す
。
門

川
さ
ん
は
こ
の
点
に
着
目
し
た
の
は
、
大
手
ア
パ
レ
ル
会
社
で
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
を
務
め
た
の
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で
す
。
全
国
の
販
売
店

を
接
客
指
導
に
回
っ
た
と
こ
ろ
、
業
績
の
伸
び
て
い
る
店
舗
に
は
共

通
し
て
「
笑
顔
」
が
溢
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
商
品
を
販
売
す
る
た

め
に
は
、
商
品
の
魅
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
当
然
そ
れ
以
上
に
お

客
さ
ま
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
必
要
。
こ
の
人
的
要
因
の
す

べ
て
に
、
笑
顔
が
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
し
た
。 

そ
し
て
門
川
さ
ん
は
独
立
し
て
「
笑
顔
ア
メ
ニ
テ
ィ
研
究
所
」
を

立
ち
上
げ
「
笑
顔
」
の
研
究
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
ニ
ッ
コ
リ

笑
う
と
い
う
行
為
は
、
人
間
が
生
ま
れ
も
っ
た
も
の
。
笑
顔
は
本
来

相
手
に
対
す
る
感
情
表
現
で
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
は
、
誰
に
教
え
ら
れ

る
こ
と
な
く
笑
顔
に
な
る
と
。
子
ど
も
も
笑
顔
を
作
る
の
が
得
意
。

泣
い
た
り
、
笑
っ
た
り
、
怒
っ
た
り
、
そ
う
し
た
感
情
を
素
直
に
出
す

こ
と
で
、
表
情
筋
が
鍛
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
大
人
に
な
る
に
つ
れ
笑
顔
が
ど
こ
と
な
く
少
な
く
な

っ
て
い
く
。
特
に
日
本
人
は
笑
顔
を
作
る
の
が
不
得
意
な
人
種
と
言

わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
う
言
え
ば
私
が
帰
郷
の
際
、
京
都
駅
で

あ
る
西
欧
の
人
に
英
語
で
話
し
か
け
た
時
、
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

私
も
東
南
ア
ジ
ア
に
行
っ
て
い
た
頃
、
日
本
語
を
相
手
が
話
さ
れ
る

と
、
自
ず
と
親
し
み
を
感
じ
笑
顔
に
な
っ
た
も
の
で
し
た
。
こ
れ
を

門
川
さ
ん
は
、
日
本
で
は
感
情
に
出
さ
ず
、
相
手
の
気
持
ち
、
そ
の

場
の
雰
囲
気
を
察
す
る
こ
と
が
美
徳
と
さ
れ
る
文
化
で
あ
る
た

め
、
悲
し
み
、
怒
り
、
喜
び
な
ど
を
表
に
出
し
た
が
り
ま
せ
ん
と
。

そ
う
し
た
幼
少
期
に
鍛
え
ら
れ
た
は
ず
の
表
情
筋
が
ど
ん
ど
ん
衰

え
、
笑
顔
が
苦
手
に
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。 

笑
顔
は
、
い
ま
や
科
学
的
分
析
が
な
さ
れ
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も

い
い
影
響
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。 

笑
顔
に
な
る
と
、
脳
か
ら
オ
キ
シ
ト
ン
と
い
う
愛
情
ホ
ル
モ
ン
が

分
泌
さ
れ
る
。
こ
の
ホ
ル
モ
ン
は
愛
情
を
深
め
、
成
長
を
促
し
、
ス

ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
、
他
者
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
で
も
、
同
様
の
効

果
が
得
ら
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
を
見
せ
ら
れ
た
お
母
さ
ん
に
「
可

愛
い
、
愛
お
し
い
と
い
う
母
性
」
が
生
ま
れ
る
の
は
、
こ
の
オ
キ
シ
ト

ン
の
お
か
げ
だ
そ
う
で
す
。 

ま
た
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
も
分
泌
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
と
言
わ
れ
、
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
し
、
幸
福
に

満
た
さ
れ
た
感
覚
に
な
る
そ
う
で
す
。
（
以
下
、
次
回
へ
） 
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昭和クイズ （出題：三宅淳之氏） 

第１問 

1970年大阪万博のとき、最も話題になっ

た展示品の一つに「〇〇洗濯機」がありま

すが、何洗濯機でしょうか？ 

 

第 2問 

現在日本人で唯一ノーベル平和賞を受

賞しているのは誰でしょうか？ 

 

第 3問 

俳優でもあり、『傷だらけの人生』という

歌で大ヒットを飛ばした、耳を片手で塞い

で歌うスタイルの昭和のスターは誰でしょ

う？ 

 

第 4問 

昭和６０年女優大原麗子のサントリーレッ

ドのコマーシャル。「少し愛して」に続く言

葉は何？ 

 

第 5問 

戦中戦後、当時の 10 代の少女は男性の

写真を持つのもはばかられる風潮があり

ました。そんな中、多くの少女が胸に忍ば

せていたブロマイドがありました。宝塚男

役スターなのですが、誰でしょうか？ 

 

第 6問 

昭和４７年、テレビ最高視聴率 89.７%を

記録した、連合赤軍メンバー5人の立てこ

もり事件といえば何？ 

 

 

第７問 

戦中によく食べられていた、一見きな粉に

似ている、大麦を焙煎した上で挽いた粉

はなんでしょうか？白湯か麦茶で練り上

げて食べるものです。 

 

第８問 

オロナミン C のコマーシャル、大村崑さん

がオロナミン C を飲みながら言った言葉

は？ 

 

第９問 

女性の夏用衣服の一つで、サッカー生

地、木綿生地などの頭からかぶるだけの

ワンピースの事を何というでしょうか？ 

 

第 10問 

昔のバスには運転手以外に乗っていた乗

務員がいます。どんなひとだったでしょう

か？ 

答え 

第 1 問【人間洗濯機】 

第 2 問【佐藤栄作さん】 

第 3 問【鶴田浩二さん】 

第 4 問【なが〜く愛して】 

第 5 問【春日野八千代さん】 

第 6 問【あさま山荘事件】 

第 7 問【はったい粉、麦こがし】 

第 8 問【嬉しいと眼鏡が落ちるんですよ】 

第 9 問【アッパッパー】 

第 10 問【車掌さん】 
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古
御
香
町 

岩
堀 

俊
彦 

 

あ
る
日
曜
日
、
朝
か
ら
家
内
と
車
で
帰
省
し
た
。
施
設
に
い
る

母
に
会
い
、
透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
越
し
に
20
分
会
話
を
し
た
。
約

20
年
前
に
父
が
霊
山
に
旅
立
ち
、
そ
の
後
ず
っ
と
一
人
暮
ら
し

を
し
て
い
た
母
が
数
年
間
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
お
世
話
に
な
り
、
そ

し
て
同
じ
介
護
施
設
に
入
居
し
た
。
体
調
も
よ
く
な
り
食
事
も
美

味
し
く
い
た
だ
き
、
耳
は
遠
い
が
未
だ
会
話
が
で
き
、
時
々
笑
顔

も
見
せ
て
く
れ
る
。
94
歳
の
母
が
健
康
で
長
生
き
で
き
ま
す
よ

う
に
と
祈
り
な
が
ら
施
設
を
出
た
。 

福
知
山
の
市
街
地
か
ら
は
車
で
10
分
程
の
場
所
に
あ
る
そ
の

施
設
は
、
周
り
は
山
と
畑
ば
か
り
。
田
植
え
の
時
期
は
、
か
え
る

の
合
唱
が
畑
一
面
に
鳴
り
響
き
、
田
園
風
景
が
美
し
い
と
こ
ろ
で

す
。 

 

そ
の
後
、
母
が
住
ん
で
い
た
実
家
に
寄
っ
た
。
長
年
空
き
家
に

な
っ
て
い
た
家
の
庭
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
雑
草
が
生
え
、
和
風

の
庭
も
か
つ
て
の
綺
麗
な
景
観
を
無
く
し
て
い
た
。
弟
は
そ
の
家

を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
誰
か
に
貸
す
計
画
を
立
て
、
綺
麗
な
シ
ス
テ

ム
キ
ッ
チ
ン
が
設
置
さ
れ
、
風
呂
場
も
新
し
い
バ
ス
タ
ブ
が
は
め

ら
れ
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
床
も
壁
も
天
井
も
美
し
く
な
っ
て

い
た
。
私
は
、
家
内
と
弟
と
一
緒
に
廊
下
の
汚
れ
た
柱
や
壁
を
磨

き
木
目
が
見
え
る
ほ
ど
に
蘇
っ
た
。 

 

そ
の
後
、
実
家
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
あ
る
陶
芸
家
の

お
宅
を
訪
ね
て
い
っ
た
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
そ
の
人
は
胃
癌
の
手

術
を
さ
れ
少
し
お
顔
が
痩
せ
て
見
え
た
。
今
も
週
に
一
度
自
宅
で

陶
芸
教
室
を
開
き
、
合
間
に
日
本
画
の
制
作
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
。
は
が
き
大
の
小
さ
な
画
用
紙
に
毎
日
一
枚
、
ス
ケ
ッ
チ
し

て
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
毎
日
一
枚
の
絵
を
２
～
３
時
間
か
け
て
描

き
、
す
で
に
２
年
目
に
入
る
。 

そ
の
美
し
い
絵
葉
書
を
見
て
、
多
く
の
人
が
欲
し
い
と
言
わ
れ

ま
す
。
絵
葉
書
を
贈
呈
さ
れ
た
方
の
名
前
が
た
く
さ
ん
記
録
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
は
陶
芸
の
作
品
は
作
ら
ず
に
、
絵
画
の
制
作
に

没
頭
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

作
品
の
一
部
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
見
事
な
ス
ケ
ッ
チ

と
彩
色
で
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し
た
。
ま
た
若
い
頃
に
熱

中
し
て
い
た
マ
ン
ド
リ
ン
を
最
近
先
生
に
つ
い
て
習
い
始
め
ら
れ

た
と
か
。 

 

東
北
の
大
震
災
が
起
き
た
の
と
同
じ
頃
、
自
宅
の
絵
画
教
室
の

一
棟
が
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
以
前
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
福
知

山
市
の
大
き
な
事
業
と
し
て
三
段
池
公
園
の
一
角
に
高
さ
約
５
メ

ー
ト
ル
の
時
計
台
を
作
る
計
画
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
時
計
台
に
福

知
山
市
民
５
０
０
人
が
そ
れ
ぞ
れ
制
作
し
た
直
径
10
セ
ン
チ
四

方
の
陶
器
を
張
り
付
け
る
と
い
う
企
画
が
練
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

５
０
０
人
分
の
陶
器
を
い
っ
き
に
焼
い
た
為
、
熱
が
こ
も
り
火
災

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 
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大
変
な
事
態
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
北
大
震
災
の
被
害
者
の

こ
と
を
思
え
ば
、
こ
ん
な
事
で
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
と
心
機

一
転
、
自
ら
家
の
設
計
を
し
、
再
建
に
と
り
か
か
っ
た
と
い
う

わ
け
で
す
。 

桜
の
季
節
に
は
近
隣
の
方
を
車
で
送
迎
し
氷
上
郡
の
墓
苑
ま
で

出
か
け
て
桜
の
花
見
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
福
知
山
城
の

麓
に
あ
る
ベ
ン
チ
に
は
、
そ
の
方
の
陶
芸
作
品
が
埋
め
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
今
も
そ
の
お
宅
の
離
れ
に
は
沢
山
の
陶
芸
作
品
が
と
こ

ろ
狭
し
と
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
０
０
歳
近
い
そ
の
方
の
お
姿

を
み
て
い
る
と
、
か
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
が
書
い
た
詩

「
青
春
」
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 

青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
を
言
う
の
で
は
な
く 

心
の
様
相
を
言
う
の
だ 

逞
し
き
意
志 

優
れ
た
創
造
力 

燃
え
る
情
熱 

怯
懦
を
し
り
ぞ
け
る
勇
猛
心 

歳
を
重
ね
る
だ
け
で
人
は
老
い
な
い 

理
想
を
失
う
時
、
初
め
て
人
は
老
い
る 

歳
月
は
皮
膚
の
皺
を
増
す
が 

情
熱
を
失
う
時
、
精
神
は
し
ぼ
む 

 

三
浦
雄
一
郎
氏
の
父
も
生
涯
青
春
の
人
生
を
送
ら
れ
た
。
晩

年
も
一
年
の
大
半
を
山
で
過
ご
さ
れ
た
。
90
歳
を
過
ぎ
て
な
お

ス
キ
ー
の
板
を
履
き
山
で
冬
を
過
ご
さ
れ
た
。
ま
た
先
日
、
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
で
99
歳
の
女
性
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
バ
イ
ク
に

乗
っ
て
ピ
ア
ノ
の
先
生
の
お
宅
に
行
く
元
気
な
こ
の
女
性
は
、

黒
柳
徹
子
さ
ん
（
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
）
が
通
っ
た
ト
モ
エ
学
園
に

通
っ
て
お
ら
れ
た
。 

好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
、
一
生
懸
命
に
、
そ
の
楽
し
い
こ
と

を
す
る
。「
楽
し
い
」
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
が
幸
せ
に
通
じ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
何
事
も
「
楽
し
く
」
こ
れ
が
幸
せ
に
な
る
た

め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
い
ま
す
。 
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  「新
緑
！ 

行
動
力
を
加
速
さ
せ
ま
し
ょ
う
」 

   

藤
城
学
区
実
年
会
の
皆
さ
ま
、「
元
気
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
！
！
！

！
！
」
←
ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木
さ
ん
風
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
万
帖
敷
公
園

の
前
で
大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
で
院
長
を
し
て
お
り
ま
す
清
水
友
浩(

と
も

ひ
ろ)

で
ご
ざ
い
ま
す
。
目
印
は
私
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
幟(

の
ぼ
り)

で

す
。
イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
の
で
ぜ
ひ
お
近
く
を
お
通
り
の
際
は
見
て
や
っ
て

く
だ
さ
い(

笑) 

さ
て
季
節
は
早
い
も
の
で
５
月
！ 

木
々
の
葉
っ
ぱ
が
青
々
と
輝
い

て
い
ま
す
♪ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
ま
す
ね
。
自
然
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

い
っ
ぱ
い
頂
き
行
動
行
動
で
楽
し
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。
僕
は
毎
年
【
筍
】

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
旬
の
筍
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
開
運
の
運
気
を
も

た
ら
し
ま
す
。
今
年
は
不
作
だ
っ
た
と
当
院
の
筍
農
家
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
が
そ
れ
で
も
美
味
し
か
っ
た
。
お
か
げ
で
さ
ら
に
開
運
し

素
晴
ら
し
い
出
会
い
が
て
ん
こ
盛
り
で
す
。
と
僕
は
意
識
し
て
自
分
の
心

の
状
態
を
ま
る
で
叶
っ
た
か
の
よ
う
に
考
え
、
目
標
を
言
葉
に
し
て
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
話
し
て
い
た
事
が
現
実
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
潜
在
意
識
で
す
。
目
に
見
え
て
い
る
世
界
は
た
っ
た
の
５
％
で

す
。
そ
の
５
％
の
現
実
を
作
り
出
し
て
い
る
の
は
95
％
支
配
し
て
い
る
潜 

在
意
識
。
つ
ま
り
心
で
す
。 

つ
ま
り
あ
な
た
の
現
実
は
あ
な
た
の
心
が
決
め
て
い
る
の
で
す
。
他
人

に
支
配
さ
れ
た
人
生
で
は
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
。(

←
そ
れ
が
良
い
と
い
う

人
も
た
ま
に
い
ま
す)

少
な
く
と
も
僕
は
自
分
の
心
に
従
っ
て
生
き
て
い
き

ま
す
。
超
健
康
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
清
水
友
浩
と
し
て
、
良
い
情
報
や
日
本
が

世
界
を
再
び
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
く
国
に
な
る
た
め
に
行
動
あ
る
の
み

で
す
。
そ
の
行
動
力
を
生
み
出
す
の
は
や
は
り
【
朝
】
で
あ
り
朝
陽
で
す
。

朝
日
を
浴
び
る
事
で
も
た
ら
さ
れ
る
恩
恵
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
！ 

〇
朝
日
を
浴
び
る
効
能 

一 

セ
ロ
ト
ニ
ン
の
分
泌
促
進 

朝
日
の
光
は
、
気
分
を
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
さ
せ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
の
分
泌
を

促
し
ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
、
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を
緩
和
し
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
心
の
健
康
に
役
立
ち
ま
す
。 

二 

メ
ラ
ト
ニ
ン
の
調
節 

太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ
と
で
、
体
内
時
計
が
正
常
に
働
き
、
メ
ラ
ト
ニ

ン
の
分
泌
が
適
切
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
睡
眠
の
質
が
向
上
し
、

高
齢
者
に
と
っ
て
大
切
な
睡
眠
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

三 

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
の
生
成 

太
陽
光
に
含
ま
れ
る
紫
外
線
が
、
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
生
成
す
る
手

助
け
を
し
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
、
骨
密
度
を
維
持
し
、
骨
折
予
防
に
効

果
的
で
す
。
ま
た
、
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

四 
血
行
促
進 

朝
日
を
浴
び
る
こ
と
で
、
血
行
が
促
進
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
体

内
の
酸
素
や
栄
養
素
が
効
率
的
に
運
ば
れ
、
全
身
の
機
能
が
向
上
し
、
健

康
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院 

  
 
 
 

院
長 

清
水 

友
浩 
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○
朝
日
を
浴
び
る
コ
ツ 

一 
朝
の
散
歩 

朝
の
散
歩
は
、
朝
日
を
浴
び
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

し
な
が
ら
、
心
地
よ
い
朝
日
を
浴
び
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
散
歩
中
に
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
こ
と
で
、
一
日
の
活
力
に
つ
な

が
り
ま
す
。 

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 
い
い
事
だ
ら
け
で
す
ね
！ 

そ
し
て
僕
は
開
運
ア
ク
シ
ョ
ン
を
大
事
に
生
き
て
い
ま
す
の
で
５
月
の

開
運
ア
ク
シ
ョ
ン
に
相
応
し
い
日
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
♪ 

ア
ク
シ
ョ
ン
日
ー
幸
運
を
引
き
寄
せ
る
絶
好
の
日 

５
月
は
新
緑
の
季
節
で
、
自
然
も
活
気
づ
く
こ
と
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
溢
れ
る
時
期
で
す
。
開
運
ア
ク
シ
ョ
ン
に
ぴ
っ
た
り
な
５
月
の
お
す
す

め
日
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

５
月
５
日
―
こ
ど
も
の
日 

こ
ど
も
の
日
は
、
家
庭
円
満
や
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
日
で
す
。

こ
の
日
は
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
家
族
の
絆
を
深
め
、
開
運
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
鯉
の
ぼ
り
を
飾
る
こ
と
で
、
家
庭
内
の
運
気
ア
ッ
プ
が
期

待
で
き
ま
す
。 

５
月
８
日
―
四
緑
木
星
の
日 

五
行
説
に
基
づ
い
て
吉
日
を
選
ぶ
場
合
、
５
月
８
日
は
「
四
緑
木
星
」

の
日
で
、
緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
環
境
が
運
気
を
高
め
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
に
森
林
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
、
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
開
運

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
緑
の
植
物
を
購
入
し
、
自
宅

に
飾
る
こ
と
で
、
運
気
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

５
月
22

日
―
新
月 

新
月
の
日
は
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
こ

の
日
に
、
新
し
い
趣
味
や
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
で
、
運
気
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
新
月
の
日
に
願
い
事
を
書
き
記
し
、
宇
宙
に
向
け

て
送
る
こ
と
で
、
願
い
が
叶
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

５
月
31

日
―
月
末 

月
末
は
、
過
去
の
こ
と
を
振
り
返
り
、
次
の
月
に
向
け
て
準
備
す
る
時

期
で
す
。
こ
の
日
に
、
自
分
の
達
成
し
た
こ
と
や
感
謝
の
気
持
ち
を
振
り

返
り
、
来
月
の
目
標
を
立
て
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
家
の
掃
除
や
整
理
整

頓
を
行
い
、
新
た
な
月
を
迎
え
る
準
備
を
整
え
る
こ
と
で
、
運
気
を
リ
セ

ッ
ト
し
、
次
の
月
に
向
け
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
寄
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

な
に
か
一
つ
で
も
お
役
に
立
て
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
！ 

５
月
も
最
高

の
一
か
月
に
き
っ
と
な
る
！ 

ま
た
来
月
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。 

大
亀
谷
し
み
ず
接
骨
院
で
は
、
背
骨
の
ケ
ア
で
姿
勢
改
善
、
日
常
の
ケ

ガ
も
手
当
て
し
ま
す
。「
あ
！
こ
け
ち
ゃ
っ
た
」「
足
首
や
手
首
を
捻
挫
し

ち
ゃ
っ
た
」「
ぶ
つ
け
ち
ゃ
っ
た
！
」
場
合
は
す
ぐ
に
大
亀
谷
し
み
ず
接
骨

院
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
♪ 

柔
道
整
復
師
は
ケ
ガ
を
治
す
プ
ロ
で
す
。

「
こ
れ
く
ら
い
で
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
放
置
し
て
骨
折
し
て
い
た
人
も
多

数
お
ら
れ
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
ね
♪ 

ス
タ
ッ
フ
一
同
超
健
康
を
あ
な
た
へ
！ 

純
情
と
書
い
て
「
す
な
お
」

で
朗
ら
か
に
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。 

連 
絡 
先 a

d
iolifech

irop
ractic@

gm
a
il.com

  

電
話
番
号 
０
７
５-

２
０
０-

６
１
２
４ 

追
伸
：
毎
週
水
曜
日
、
万
帖
敷
町
公
園
で
８:

30
～
健
康
体
操
に
参
加

し
て
ま
す
♪ 
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  施
設
の
ご
紹
介
と
人
生
１
０
０
年
時
代
を 

健
康
に
生
き
て
い
く
た
め
に 

  

藤
城
学
区
実
年
会
の
皆
様
。
初
め
ま
し
て
。
私
は
京
都
清
水
メ
デ
ィ
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
で
統
括
看
護
部
長
を
し
て
お
り
ま
す
高
野
佳
子
と
申
し
ま
す
。
も

し
か
す
る
と
京
都
清
水
メ
デ
ィ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
っ
て
ど
こ
の
会
社
？ 

と
思
っ

て
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
先
ず
は
当
組
織
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。 

京
都
清
水
メ
デ
ィ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
京
都
市
伏
見
区
を
拠
点
に
、
２
つ
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
、
３
つ
の
介
護
老
人
保
健
施
設
、
４
つ
の
介
護
老

人
福
祉
施
設
を
有
す
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
昭
和

年

に
遡
り
診
療
所
か
ら
一
般
病
院
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
へ
と

変
貌
を
重
ね
、
更
な
る
超
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
見
据
え
、
介
護
保
険
制

度
が
制
定
さ
れ
た
２
０
０
０
年
に
介
護
老
人
保
健
施
設
『
京
し
み
ず
』
２
０

０
３
年
に
介
護
老
人
福
祉
施
設
『
い
で
の
里
』
を
創
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
２

０
１
６
年
に
は
病
院
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護
老
人
福
祉
施
設
の 

“
三
位
一
体 

”
と
し
て
『ケ
ア
フ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
伏
見
し
み
ず
の
郷
（以
降
ケ
ア

フ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
）』を
開
設
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
な
か
に
は
ご
存
じ
の
方
も

お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
深
草
越
後
屋
敷
町
（
前
京
都
市
消
防
学
校

跡
地
）
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
真
意
た
る
理
念
は
「生
命
の
尊
厳
と
人
間
愛
」「地

域
社
会
へ
の
貢
献
」で
あ
り
開
設
者
で
あ
る
「伏
見
の
赤
ひ
げ
先
生
」の
愛
称
で

親
し
ま
れ
た
清
水
幸
太
郎
医
師
の
想
い
が
そ
の
根
底
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

 

そ
ん
な
ケ
ア
フ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
は
、
伏
見
の
地
域
で
“慢
性
期
は
お
任
せ
あ

れ
”
と
、
医
療
・介
護
・福
祉
の
連
携
を
強
化
し
つ
つ
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指

し
て
多
職
種
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
は
更
に
地
域
と

の
交
流
を
主
眼
に
お
い
た
事
業
も
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
藤
城
学
区
の
皆
様
そ
の
節
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

次
回
に
は
其
々
の
施
設
の
特
徴
や
実
情
を
お
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！ 

 

さ
て
こ
こ
か
ら
は
ひ
と
つ
“
話
題
”
を
変
え
て
“
健
康
”
に
関
す
る
情
報
提

供
で
す
。 

最
近
よ
く
耳
に
す
る
の
が
「人
生
１
０
０
年
時
代
」・
・・
こ
れ
は
２
０
１
６

年
に
リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト
ン
と
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
が
「
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
」

の
日
本
版
で
２
０
０
７
年
に
産
ま
れ
た
子
供
の
半
数
が
１
０
７
歳
よ
り
長

く
生
き
る
と
予
想
さ
れ
た
こ
と
が
そ
の
由
縁
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

基
本
構
想
の
ひ
と
つ
が
「
高
齢
者
か
ら
若
者
ま
で
、
全
て
の
国
民
に
活
躍
の

場
が
あ
り
、
全
て
の
人
が
元
気
に
活
躍
し
続
け
ら
れ
る
社
会
、
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
」
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
厚
生
労

働
省
引
用
） 

そ
こ
で
健
康
で
幸
せ
に
暮
ら
す
た
め
の
い
く
つ
か
の
心
得
を
ご
紹
介
し
ま

す
。 

心
得
１ 

食
事
は
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
→
よ
く
噛
む
こ
と
で
脳
が
活
性
化

し
ま
す
。 

意
外
と
繊
維
質
の
多
い
赤
身
の
お
肉
は
最
適
で
す
。 

心
得
２ 

楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
す
→
運
動
は
体
と
心
の
健
康
を
守
り 

京
都
清
水
メ
デ
ィ
ケ
ア
シ
ス
テ
ム 

法
人
本
部 

医
療
支
援
事
業
部 

  
 

 
 
 

 
 

看
護
統
括
部
長 

高
野 

佳
子 
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ま
す
。 

脳
と
体
を
同
時
に
使
う
園
芸
や
ダ
ン
ス
な
ど
も
効
果
的
で
す
。 

心
得
３ 

人
と
の
交
流
を
増
や
す
→
口
元
を
動
か
す
と
脳
の
海
馬
や
感
情

を
司
る
偏
桃
体
が
活
性
化
し
ま
す
。
ま
た
人
と
会
話
す
る
こ
と

は
脳
の
老
化
を
防
ぎ
ま
す
。 

心
得
４ 

毎
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ノ
ー
ト
に
書
く
→
書
く
こ
と
自
体
が
脳

ト
レ
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
毎
日
適
度
に
忙
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
生
活
の
張
り
と
な

り
ま
す
。 

心
得
５ 

短
時
間
で
も
い
い
の
で
お
風
呂
に
つ
か
る
→
入
浴
に
は
血
行
促
進

や
自
律
神
経
の
調
整
な
ど
多
く
の
健
康
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

欲
を
い
え
ば
心
得
は
も
っ
と
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
先
ず
は
“
脳
を
衰
え
さ
せ
な
い
生
活
習
慣
”
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

 

こ
の
心
得
は
フ
レ
イ
ル
予
防
と
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
と
は
、

加
齢
に
伴
っ
て
様
々
な
機
能
の
低
下
が
進
み
、
そ
れ
に
よ
っ
て
健
康
障
害
を

起
こ
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
そ
の
予
防
は
先

の
心
得
と
同
様
「
栄
養
・
身
体
活
動
・社
会
参
加
」
の
３
つ
の
要
素
を
取
り
入

れ
て
生
活
す
る
こ
と
が
大
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

人
生
を
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
も
健
康
は
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。 

 

先
ず
は
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
超
長
寿
社
会
を
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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公
益
社
団
法
人
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
が
、
公
募
し
た
シ
ル
バ
ー

川
柳
の
作
品
の
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。（『
シ
ル
バ
ー
川
柳
』
ポ
プ
ラ

社
編
集
部
（
編
）
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
） 

・
暑
い
の
で 
リ
モ
コ
ン
入
れ
る
と 

テ
レ
ビ
つ
く 

佐
々
木
郁
子
（
女
性
・
宮
城
県
・
75

歳
・無
職

） 

・
「先寝

る
ぞ
」「
安
ら
か
に
ね
」
と 

返
す
妻 

朝
倉
道
子
（
女
性
・
埼
玉
県
・
71

歳
・主
婦
）

 

・
孫
が
聞
く 

膝
が
笑
う
と 
ど
ん
な
声
？ 

飯
田
芳
子
（
女
性
・
埼
玉
県
・
59

歳
・無
職
）

 

・
期
限
切
れ 

犬
に
や
ら
ず
に 

オ
レ
に
出
す 

足
立
忠
弘
（
男
性
・
東
京
都
・
74

歳
・無
職
）

 

・
本
性
が 

出
る
と
言
う
か
ら 

ボ
ケ
ら
れ
ぬ 

阿
部
浩
（
男
性
・
神
奈
川
県
・
53

歳
・
会
社
員
） 

・
お
迎
え
と 

言
う
な
よ 

ケ
ア
の
送
迎
車 

安
永
富
男
（
男
性
・
福
岡
県
・
84

歳
・
無
職
） 

・
症
状
を 

言
え
ば
言
う
程 

薬
増
え 

須
藤
貞
子
（
女
性
・
奈
良
県
・
85

歳
・
無
職
） 

・
検
査
あ
と 

妻
の
や
さ
し
さ 

気
に
か
か
り 

細
野
理
（
男
性
・
岐
阜
県
・
63

歳
・
自
営
業
） 

・
金
貯
め
て 

使
う
頃
に
は 

寝
た
っ
き
り 

湯
澤
力
男
（
男
性
・
福
島
県
・
69

歳
・
無
職
） 

・
耳
遠
く 

オ
レ
オ
レ
詐
欺
も 

困
り
果
て 

岩
間
康
之
（
男
性
・
兵
庫
県
・
60

歳･

公
務
員
） 
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  人
工
知
能
に
藤
城
実
年
会
の 

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
（
仮
）
を
作
ら
せ
た
結
果
… 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

戦
国
三
英
傑
を
例
え
た
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
歌
、
ご
存
知
で
す
よ
ね
。
織

田
信
長
「
鳴
か
ぬ
な
ら
殺
し
て
し
ま
え
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
徳
川
家
康
「
鳴

か
ぬ
な
ら
鳴
く
ま
で
待
と
う
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
豊
臣
秀
吉
「
鳴
か
ぬ
な
ら

鳴
か
せ
て
み
せ
よ
う
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
有
名
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
あ
る
方

が
松
下
幸
之
助
さ
ん
に
聞
い
た
そ
う
で
す
。
貴
方
な
ら
ど
う
詠
む
か
？ 

と
。
松
下
幸
之
助
さ
ん
は
何
と
答
え
た
か
、
知
っ
て
は
り
ま
す
？ 

松

下
幸
之
助
さ
ん
は
「
鳴
か
ず
ん
ば 

そ
れ
も
ま
た
よ
し 
ホ
ト
ト
ギ

ス
」
と
詠
ん
だ
そ
う
で
す
。
さ
す
が
で
す
よ
ね
。
松
下
幸
之
助
さ
ん
も

凄
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
質
問
を
し
た
方
も
ま
た
凄
い
と
思
い
ま
せ

ん
か
？ 

質
問
っ
て
そ
の
人
の
生
活
や
知
識
だ
け
で
は
な
く
人
間
力

ま
で
垣
間
見
え
る
気
が
し
ま
す
。 

質
問
と
い
え
ば
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
っ
て
い
う
人
工
知
能
ソ
フ
ト
を

ご
存
知
で
す
か
？ 

ネ
ッ
ト
上
で
は
猫
も
杓
子
も
皆
こ
の
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
の
話
題
で
持
ち
き
り
で
す
。
こ
の
Ａ
Ｉ
に
質
問
し
た
ら
何
で
も

答
え
て
く
れ
る
ん
で
す
。
そ
れ
な
ら
ば
と
新
し
い
も
の
好
き
な
の
で
私

も
使
っ
て
み
ま
し
た
（
笑
） 

 

こ
の
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
私
が
以
下
の
質
問
を
し
ま
し
た
。「
京
都 

市
伏
見
区
の
65
才
以
上
の
会
員
制
グ
ル
ー
プ
を
テ
ー
マ
に
、
会
員
数
増

加
に
関
し
て
１
５
０
字
程
度
の
作
文
を
書
い
て
」
こ
の
質
問
に
Ａ
Ｉ
は

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
京
都
市
伏
見
区
に
あ
る
65
才
以
上
の
会
員
制

グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
す
。
会
員
数
の
増

加
は
、
グ
ル
ー
プ
の
活
力
を
保
つ
た
め
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
、
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
会
を
開
催
し
、
広
く
地
域
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
会
員
同
士
が
「
楽
し
い
か
ら
」

と
口
コ
ミ
で
広
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
さ
ら
に
、
新
し
い
会
員
が
参

加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
、
会
員
同
士
が
親
睦
を
深
め
や
す
い
場
を

提
供
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
会
員

数
の
増
加
と
と
も
に
、
よ
り
良
い
地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。」 

こ
れ
を
読
ん
だ
貴
方
、
Ａ
Ｉ
の
解
答
通
り
「
実
年
会
に
入
る
と
楽
し

い
よ
♡
」
と
ご
近
所
に
口
コ
ミ
を
広
げ
ま
し
ょ
う
（
笑
） 

も
う
一
つ
、

ち
ょ
っ
と
意
地
悪
な
質
問
を
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

出
来
ひ
ん
や
ろ
ぅ
～
っ
て
思
い
な
が
ら
。
私
か
ら
の
質
問
は
「
藤
城
地

域
の
実
年
会
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
歌
詞
を
考
え
て
」

こ
れ
っ
て
無
理
っ
ぽ
く
な
い
で
す
か
？ 

私
は
そ
う
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
Ａ
Ｉ
は
瞬
時
に
歌
詞
を
考
え
て
く
れ
ま
し
た
（
笑
） 

 

Ａ
Ｉ
が
導
き
出
し
た
藤
城
実
年
会
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
（
仮
）
は
以
下

の
通
り
で
す
。「
藤
城
地
域
み
ん
な
で
つ
な
が
る 

笑
顔
と
夢
叶
え
る
場

所 
こ
こ
に
い
る
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い 

手
を
取
り
合
い
歩
い
て
い
こ
う

み
ん
な
が
い
る
あ
た
た
か
さ
を 

感
じ
な
が
ら
歌
い
続
け
よ
う
藤
城
地

域
実
年
会
の
仲
間
た
ち
よ 

ず
っ
と
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
こ
う
」 

な
ん
か
そ
こ
そ
こ
良
く
な
い
で
す
か
（
笑
） 

あ
と
は
こ
れ
に
合
う

メ
ロ
デ
ィ
を
作
る
だ
け
で
す
が
、
そ
れ
も
瞬
時
に
で
き
る
と
思
い
ま 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
マ
ッ
サ
ー
ジ
師 

三 

宅 

淳 

之 
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す
。
さ
ら
に
Ａ
Ｉ
に
「
も
っ
と
京
都
ら
し
く
」
と
か
「
４
番
ま
で
作
っ

て
四
季
を
感
じ
る
よ
う
に
」
と
か
注
文
す
る
と
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
、
時

間
無
制
限
に
「
藤
城
実
年
会
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
」
を
延
々
と
作
っ
て
く

れ
る
ん
で
す
。
私
は
だ
ん
だ
ん
ム
キ
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
を
困

ら
せ
て
や
り
た
い
の
で
す
（
笑
） 

ト
ン
チ
ン
カ
ン
な
答
え
を
さ
せ
て
、

あ
っ
は
っ
は
！ 
ま
だ
こ
ん
な
も
ん
か
‼
︎

 

と
Ａ
Ｉ
を
見
下
し
た
い

の
で
す
。
ち
っ
ち
ゃ
い
男
で
し
ょ
（
笑
） 

次
に
「
私
は
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
で
す
。
歩
行
が
困
難
な
方
の
ご
自

宅
ま
で
伺
っ
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
機
能
訓
練
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
も
っ

と
地
域
の
方
へ
認
知
さ
れ
、
貢
献
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
で

す
か
？
」
こ
の
私
の
質
問
に
対
す
る
Ａ
Ｉ
の
解
答
は
、「
地
域
の
自
治
体

や
医
療
機
関
と
協
力
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
、

訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
重
要
性
や
効
果
を
発
信
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

ま
た
、
口
コ
ミ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
良
さ
を
広
め
る

こ
と
も
効
果
的
で
す
。」
あ
は
は
っ
。
も
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
い
ら
な

い
で
す
ね
。 

こ
の
Ａ
Ｉ
を
使
え
ば
私
の
よ
う
な
文
才
が
な
い
人
間
で
も
「
こ
う
い

う
登
場
人
物
で
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の
出
だ
し
を
書
い
て
」「
次
は
こ
う
」

「
そ
れ
は
ダ
メ
、
こ
ん
な
展
開
で
」
な
ど
と
指
示
を
出
し
て
い
け
ば
本

が
一
冊
書
け
る
で
し
ょ
う
。
著
作
権
の
概
念
も
根
底
か
ら
覆
り
ま
す
よ

ね
。 実

業
家
の
堀
江
貴
文
さ
ん
は
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
が
こ
の
ま
ま
進
化

し
て
い
け
ば
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
職
業
の
９
割
が
な
く
な
る
」
と
も

仰
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
こ
の
Ａ
Ｉ
の
進
化
は
爆
発
的
で
す
。
Ｇ
Ｐ
Ｔ

-

４
は
冷
蔵
庫
の
写
真
を
見
せ
れ
ば
レ
シ
ピ
を
考
え
て
く
れ
る
そ
う
で

す
し
、
ア
メ
リ
カ
の
司
法
試
験
の
上
位
10
％
の
学
生
と
同
じ
点
数
を
取 

訪問リハビリマッサージ 
寝たきり・歩行困難で自宅で医療機関のようなリハビリマッサージを受けたい方へ 

医師の同意があれば、健康保険での訪問が可能です。 

きただ治療院 

京都市南区梅小路通大宮東入古御旅町 223 番地 

ＴＥＬ 075-672-5576 

三宅治療院 

京都市伏見区深草大亀谷万帖敷町 123-36 

ＴＥＬ 090-9887-0038 

る
と
の
こ
と
。 

私
の
知
人
が
チ
ャ
ッ
ト

Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
つ
い
て
教
え
て

く
れ
た
の
が
１
月
20
日、

翌
21
日
に
は
米
国
グ
ー
グ

ル
社
が
非
常
事
態
宣
言
を

発
表
し
、
３
ヶ
月
足
ら
ず

の
間
に
ど
ん
ど
ん
進
化
し

て
い
ま
す
。
こ
の
進
化
は

も
っ
と
加
速
し
て
い
く
で

し
ょ
う
。
こ
う
い
っ
た
最

新
の
技
術
に
興
味
が
あ
り

ま
す
か
？ 

も
し
も
ご
興

味
が
あ
れ
ば
、
私
の
携
帯 

０
９
０-

９
８
８
７-

０
０

３
８
ま
で
お
電
話
く
だ
さ

れ
ば
藤
城
実
年
会
会
員
の

方
で
あ
れ
ば
個
人
で
も
複

数
人
で
も
使
い
方
を
教
え

に
ご
自
宅
ま
で
伺
い
ま
す

よ
！ 

つ
い
で
に
訪
問
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
重
要
性
と
効

果
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た

し
ま
す
の
で
、
口
コ
ミ
で

サ
ー
ビ
ス
の
良
さ
を
宣
伝

し
て
く
だ
さ
い
（
笑
） 
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『後
悔
先
に
立
た
ず
！ 

む
し
歯
に
な
っ
た
ら 

早
期
発
見
早
期
治
療
！ 

手
遅
れ
に
な
っ
た
ら 

他
の
歯
に
影
響
』 

   

１
．
失
っ
て
後
悔
す
る
も
の 

第
１
位
は
「歯
」 

歯
を
失
う
こ
と
で
一
番
影
響
を
受
け
る
の
は
食
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

し
っ
か
り
と
楽
し
く
食
事
を
と
る
こ
と
は
「健
康
な
心
と
体
」を
維
持
し
て
、
楽

し
い
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

歯
を
失
う
こ
と
は
単
に
噛
め
な
く
な
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
話
の

と
き
も
、
話
を
し
に
く
く
な
り
、
言
葉
が
相
手
に
上
手
く
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が

多
い
で
す
。 

ま
た
歯
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
表
情
も
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し

て
噛
む
力
が
落
ち
る
と
い
う
こ
と
は
口
の
周
り
の
筋
肉
に
も
影
響
し
ま
す
。
口

の
周
り
の
筋
肉
を
動
か
す
こ
と
は
脳
の
活
性
化
に
も
関
係
し
ま
す
の
で
、
認
知

症
等
に
も
関
連
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
歯
を
失
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
色
々
な
こ
と
に
後
悔
し
て
し

ま
う
の
で
す
。 

 

２
．
痛
く
な
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
？ 

歯
が
う
ず
く
、
冷
た
い
も
の
が
し
み
る
、
噛
ん
だ
時
に
痛
い
と
い
う
具
体
的

な
症
状
が
出
て
か
ら
受
診
さ
れ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

し
か
し
初
期
の
む
し
歯
で
は
こ
の
様
な
症
状
は
生
じ
ず
、
痛
み
な
ど
の
症
状

が
出
た
と
き
に
は
、
む
し
歯
が
か
な
り
進
行
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
す
。 

３
．
後
回
し
に
し
て
い
る
と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に 

 

も
し
、
痛
み
が
出
た
と
し
て
も
、
痛
み
が
あ
る
時
だ
け
市
販
の
痛
み
止
め
を

使
っ
て
、
そ
の
場
を
し
の
い
で
過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

一
旦
む
し
歯
が
出
来
た
ら
、
む
し
歯
治
療
は
早
期
発
見
と
治
療
で
す
。
初

期
の
む
し
歯
な
ら
削
る
量
も
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど
痛
み
の

な
い
治
療
内
容
で
終
了
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
放
置
し
て
お
く
と
？ 

４
．
神
経
を
抜
く
と
、
歯
は
枯
れ
木
と
同
じ 

む
し
歯
が
だ
ん
だ
ん
進
行
し
て
い
く
と
、
歯
の
中
に
あ
る
神
経
ま
で
到
達

し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
皆
さ
ん
が
い
つ
も
感
じ
て
い
る
「歯
医
者
＝
痛
い
」と
い

う
処
置
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
麻
酔
の
注
射
を
し
て
歯
の
神
経

を
抜
い
て
し
ま
う
の
で
す
。
痛
み
を
と
る
た
め
の
治
療
で
す
が
、
こ
の
神
経
を

抜
く
こ
と
は
歯
の
中
の
循
環
機
能
（血
流
も
含
む
）を
無
く
し
て
し
ま
う
事
に

も
な
り
ま
す
。 

少
し
飛
躍
し
た
例
え
に
な
り
ま
す
が
、
山
に
植
え
て
あ
る
木
は
枝
が
し
な

や
か
で
少
し
の
力
で
は
折
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
木
を
切
っ
て
置
い
て
お
く 

 

本
田
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 
 

理
事
長
・
院
長 

本
田 

顕
哲 
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と
水
分
の
循
環
が
無
く
な
っ
て
折
れ
や
す
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

実
は
歯
も
同
じ
よ
う
な
も
の
な
の
で
す
。
む
し
歯
が
進
行
し
た
結
果
、
神

経
を
抜
く
治
療
を
行
う
と
歯
も
折
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。 

こ
の
治
療
を
し
た
後
、
歯
の
神
経
の
代
わ
り
に
な
る
薬
を
詰
め
て
か
ら
、
多

く
の
場
合
、
俗
に
「被
せ
」と
言
わ
れ
る
銀
歯
等
の
人
工
の
歯
を
つ
く
り
ま
す
。 

５
．
治
っ
た
か
ら
大
丈
夫
？ 

こ
れ
で
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
、
で
は
な
い
の
で
す
。 

自
身
で
は
気
づ
か
な
く
て
も
、
例
え
ば
、
つ
く
っ
た
被
せ
と
歯
の
表
面
の
境

に
む
し
歯
が
出
来
て
、
あ
る
日
突
然
被
せ
ご
と
ポ
ロ
リ
と
取
れ
て
、
歯
の
根
の

部
分
が
歯
ぐ
き
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
で
も
、
早
い
内
に
発
見
で
き
れ
ば
、
根
の
中
の
む
し
歯
を
取
り
除
き
、

き
れ
い
に
な
っ
た
根
の
上
部
に
新
し
い
差
し
歯
を
つ
く
る
こ
と
も
可
能
で
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
も
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
歯
の
根
っ
こ
自
体
を

抜
歯
す
る
事
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

そ
の
後
は
、
例
え
ば
両
隣
の
歯
を
削
っ
て
、
抜
い
た
と
こ
ろ
を
橋
渡
し
に
し

た
差
し
歯
（ブ
リ
ッ
ジ
）に
す
る
か
、
そ
れ
も
出
来
な
け
れ
ば
、
入
れ
歯
を
入
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

歯
の
根
の
付
い
た
人
工
の
差
し
歯
（イ
ン
プ
ラ
ン
ト
）を
入
れ
る
と
い
う
考

え
も
あ
り
ま
す
が
、
お
身
体
の
状
況
や
支
え
る
骨
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
そ
の

治
療
が
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 

６
．
何
も
異
常
が
無
く
て
も
定
期
検
診
へ 

で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

む
し
歯
に
な
っ
た
ら
、
進
行
さ
せ
ず
治
療
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
は
、

む
し
歯
予
防
の
た
め
の
検
診
を
定
期
的
に
受
診
す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。 

先
程
の
「ブ
リ
ッ
ジ
」の
例
に
つ
い
て
も
両
隣
の
歯
を
削
っ
て
差
し
歯
を
つ
く

っ
て
い
る
の
で
、
放
置
し
て
お
い
た
ら
、
今
度
は
両
隣
の
歯
が
む
し
歯
に
な
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
正
に
「む
し
歯
の
連
鎖
」で
す
。
実
は
、
こ
れ
が
歯
を
失

っ
て
い
く
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
と
い
え
ま
す
。 

だ
か
ら
「何
と
も
な
く
て
も
定
期
検
診
」な
の
で
す
。 

歯
を
失
わ
な
い
様
に
す
る
の
で
す
か
ら
、
歯
を
支
え
る
歯
ぐ
き
・骨
の
病
気

で
あ
る
歯
周
病
に
つ
い
て
も
注
意
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
で
も
、
放
置
す
る
と
歯
周
病
の
よ
う
な
状
態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

歯
周
病
が
進
行
す
る
と
心
疾
患
（狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
）、
糖
尿
病
、
骨
粗

鬆
症
、
誤
嚥
性
肺
炎
等
が
生
じ
や
す
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

定
期
検
診
で
む
し
歯
予
防
、
む
し
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
と
同
時
に
、
歯
周
病
の
予

防
、
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
に
定
期
検
診
や
定
期
的
歯
周
病
処
置
（歯
石

除
去
）等
を
受
け
て
い
た
だ
く
事
が
、
「健
康
な
体
と
心
」・健
康
（健
口
）を
持

続
し
、
楽
し
く
て
長
い
人
生
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。 
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大
し
現
在
に
至
り
ま
す
。 

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
目
前
に
２
０
２
５
年
問
題
が
迫
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
様
々
な
分
野
で
日
本
の
成
長
を
け
ん
引

し
て
こ
ら
れ
た
団
塊
の
世
代
の
方
た
ち
が
、
２
０
２
５
年
以
降
に

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
な
る
こ
と
に
加
え
、
こ
こ
最
近
の
少

子
化
に
よ
り
総
人
口
に
対
す
る
高
齢
者
人
口
割
合
が
増
え
、
就
労

可
能
人
口
の
減
少
に
よ
る
人
材
不
足
が
深
刻
化
す
る
の
で
は
な
い

か
？ 

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

特
に
介
護
業
界
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
が
増
え
就
業
人
口
が
減

る
こ
と
で
の
深
刻
な
介
護
人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
中
で
今
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
シ
ニ
ア
世
代
の
就
労
で

す
。
こ
れ
は
定
年
退
職
で
現
役
を
引
退
さ
れ
た
方
が
、
余
暇
時
間
の

週
に
数
日
間
・短
時
間
だ
け
（例
え
ば
週
２
日×

２
時
間
）の
就
労

を
す
る
こ
と
で
、
無
理
な
く
働
く
こ
と
で
の
健
康
維
持
効
果
（同
時

に
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
り
ま
す
）は
も
ち
ろ
ん
、
働
く
こ
と

が
認
知
症
予
防
に
も
効
果
的
な
ど
の
研
究
結
果
も
あ
り
ま
す
。 

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
し
て
い
く
社
会
の
中
で
、
社
会
保
障
費

や
医
療
費
の
増
大
に
よ
る
不
安
は
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で
そ
う
い
っ

た
多
様
な
働
き
方
の
場
が
社
会
の
中
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
で
元
気

で
健
や
か
な
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

迫
り
く
る
様
々
な
問
題
に
対
し
、
当
法
人
に
も
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
？ 

を
常
に
考
え
続
け
、
地
域
の
皆
様
と
も
協
力
し
な

が
ら
共
に
乗
り
越
え
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
少
し
話
が 

京
都
老
人
ホ
ー
ム 

セ
ン
タ
ー
長
就
任
の
ご
挨
拶 

       

藤
城
学
区
の
皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
、
こ
の
度
令
和
５
年
４
月
１

日
よ
り
京
都
老
人
ホ
ー
ム
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
セ
ン
タ
ー
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
大
西
健
一
郎
と
申
し
ま

す
。 先

月
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
杉
山
道
生
と
共
に
今
年

度
よ
り
セ
ン
タ
ー
長
２
名
と
い
う
新
し
い
体
制
で
施
設
運
営
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
わ
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
私
自
身
２
０
０
０
年
の
介
護
保
険
が
始
ま
っ
た
と
同
時
に

契
約
職
員
と
し
て
京
都
老
人
福
祉
協
会
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
員
と
し

て
就
職
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
当
法
人
は
今
ほ
ど
多
種
多
様
な
事
業

展
開
は
し
て
お
ら
ず
、
高
齢
者
支
援
が
中
心
で
し
た
。
そ
の
後
は
、
当

法
人
理
念
に
も
あ
る
「先
駆
」的
な
取
り
組
み
を
「伏
見
区
内
だ
け
で
」

と
い
う
こ
だ
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
、
高
齢
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
障

害
や
児
童
分
野
に
も
力
を
入
れ
な
が
ら
急
速
に
事
業
所
の
数
を
拡 

京
都
老
人
ホ
ー
ム 

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

養
護
老
人
ホ
ー
ム 

 
 

セ
ン
タ
ー
長 

大
西 

健
一
郎 
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大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

施設内にある枝垂れ桜 

令和 5 年度新人職員の着任研修の様子 
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ら
か
い
個
所
、
腹
、
皮
膚
の
病
気
に
注
意
が
必
要
で
す
。
新
規
事
業

開
始
は
見
合
わ
す
方
が
得
策
で
す
。
来
月
へ
の
準
備
の
月
と
心
得

て
進
め
る
こ
と
。
吉
方
位
は
南
、
西
。 

◇
三
碧
木
星
生
ま
れ
の
人 

→
調
子
が
出
て
意
欲
的
に
な
り
、
万
事
順
調
に
進
展
し
ま
す
。
予
想

外
の
喜
び
が
あ
ろ
う
。
普
請
、
起
業
な
ど
早
く
着
手
す
る
の
が
吉
。
地

味
に
運
営
す
る
の
が
良
策
で
す
。
舌
、
咽
喉
、
神
経
、
爪
、
毛
髪
な
ど

の
異
常
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
吉
方
位
は
北
、
南
。 

◇
四
緑
木
星
生
ま
れ
の
人 

  

→
そ
よ
そ
よ
と
和
や
か
な
風
が
吹
き
め
く
る
木
漏
れ
日
の
中
に
い
る

よ
う
に
、
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
幸
運
期
で
す
。
よ
い
と
思

っ
た
事
は
結
果
が
ま
ず
く
、
そ
れ
ほ
ど
に
思
わ
な
い
事
が
案
外
よ
い

結
果
を
得
る
な
ど
、
自
分
な
が
ら
お
か
し
く
思
う
こ
と
が
多
い
。
未
婚

の
男
女
は
結
婚
を
取
り
決
め
る
月
で
す
。
吉
方
位
は
北
、
東
、
南
。 

◇
五
黄
土
星
生
ま
れ
の
人 

  

→
交
際
相
手
や
異
性
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、家
庭
内
に
も
問
題
が
発
生
し
そ
う

な
気
配
の
衰
運
月
で
、
何
事
も
思
う
よ
う
に
運
ば
な
い
か
ら
じ
た
ば
た

し
な
い
方
が
よ
い
。
損
失
、
失
費
も
あ
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
月
に
始
め

た
こ
と
は
多
く
は
中
途
で
方
針
の
変
更
が
あ
る
。
中
宮
の
入
る
月
は
現

状
維
持
で
静
観
が
よ
い
。
吉
方
位
は
南
、
東
北
、
西
南
、
西
。 

 

今
月
の
運
勢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
島
易
断
鑑
定
所 

高 

島 

寿 

周 
 

五
月
（
五
黄
土
星
の
月
） 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
月
五
日
（
立
夏
） 

か
ら
六
月
五
日
ま
で 

 

◇
一
白
水
星
生
ま
れ
の
人 

 

→
先
月
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
一
人
で
思
い
悩
む
事
が
多
く
、
活
気

の
あ
ま
り
な
い
月
で
す
。
病
気
に
な
っ
た
り
、
色
々
と
支
障
の
多
い
月

で
す
。
約
束
事
、
相
談
事
は
破
約
に
な
り
や
す
い
。
こ
の
月
に
発
病
す

れ
ば
長
引
き
が
ち
、
諸
事
控
え
目
が
吉
。
現
状
維
持
を
守
る
こ
と
。

吉
方
位
は
西
、
東
。 

◇
二
黒
土
星
生
ま
れ
の
人 

→
派
手
さ
は
な
い
が
、
着
実
に
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
く
運
気
で
す
。 

職
業
、
不
動
産
、
朋
友
な
ど
と
の
関
わ
り
が
良
好
で
す
。
身
体
の
柔 

令和 5 年 5 月五黄土星 
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◇
六
白
金
星
生
ま
れ
の
人 

  

→
活
動
力
の
高
ま
る
今
月
は
、
特
に
仕
事
に
対
す
る
取
り
組
み
熱
が

入
り
、
目
上
の
人
と
の
縁
が
深
ま
り
、
多
忙
と
な
る
で
し
ょ
う
。
病

難
、
け
が
等
が
あ
り
が
ち
な
の
で
注
意
す
る
こ
と
。
計
画
は
綿
密
に

立
て
、
独
断
専
行
せ
ず
、
援
助
者
を
求
め
る
こ
と
で
す
。
吉
方
位
は

東
北
、
西
南
、
北
。 

◇
七
赤
金
星
生
ま
れ
の
人 

  

→
今
月
は
金
銭
面
や
異
性
関
係
、
趣
味
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
に
比
重
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
喜
び
が
多
い
月
な
の
で
、
縁
談
、

就
職
、
開
店
、
普
請
、
移
転
な
ど
は
早
く
着
手
す
る
の
が
よ
い
。
ま
た

年
少
の
女
性
に
は
喜
び
が
あ
ろ
う
。
未
婚
の
男
女
に
は
恋
の
発
現
の

月
で
す
。
吉
方
位
は
南
西
、
東
北
、
北
。 

◇
八
白
土
星
生
ま
れ
の
人
。 

  

→
今
月
は
運
勢
に
浮
沈
動
揺
が
あ
っ
て
気
の
も
め
る
こ
と
が
多
い
。
こ

の
よ
う
な
月
に
は
諸
事
新
し
い
企
画
は
見
合
わ
す
方
が
よ
い
。
現
状

維
持
で
来
月
の
よ
い
運
気
を
待
つ
こ
と
。
ま
た
平
素
持
病
の
あ
る
人

は
再
発
に
注
意
。
普
請
、
造
作
、
旅
行
、
移
転
は
凶
。
吉
方
位
は
西
、

南
。 

 

◇
九
紫
火
星
生
ま
れ
の
人 

→
覇
気
に
溢
れ
、
名
誉
や
地

位
が
上
昇
す
る
好
機
が
訪

れ
ま
す
。
何
か
と
注
目
さ
れ

、
華
や
か
な
出
来
事
が
多
く

起
こ
る
で
し
ょ
う
。
外
見
が

盛
大
に
見
え
る
た
め
、
近
親

や
友
達
の
た
め
に
金
銭
上

の
損
失
が
あ
る
。
役
所
に
か

か
わ
る
事
件
か
印
鑑
、
証
書

等
の
心
配
事
が
あ
ろ
う
。
ま

た
住
宅
か
土
地
に
つ
い
て

の
紛
糾
に
注
意
す
る
方
が

よ
い
。
い
ま
ま
で
の
難
事

件
も
解
決
す
る
月
で
す
。

吉
方
位
は
東
、
東
北
、
西
南
。 

ご予約・お問合せ090-7889-1976 
ホームページをご覧ください 

http://jushu-takashima.com 
〒612-0844 京都市伏見区深草大亀谷東古御香町 100 番地  

ＴＥＬ・ＦＡＸ 075-642-4340 

京都河原町御池鑑定室 

〒604-8006 京都市中京区河原町通御池

下丸屋町 403 ＦＩＳビル 2

Ｆ 

ＴＥＬ 075-778-5048 
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◎
大
岩
展
望
所
に
行
く
機
会

が
減
っ
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
毎

日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
っ

て
い
ま
す
が
、
目
先
の
こ
と

に
追
わ
れ
優
先
順
位
の
整

理
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
周

囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
断
捨
離
を
す
る
必
要

性
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

◎
京
都
老
人
ホ
ー
ム
さ
ん
で
、

５
月

14

日
に
京
老
マ
ル

シ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ね
。 

実
年
会
だ
よ
り 

通
巻
三
百
八
十
二
号 

創
刊
平
成
三
年
八
月 

令
和
五
年
五
月
一
日
発
行 

 
 
 

 

藤
城
連
合
実
年
会 

代  

表 
  

  

鈴 

木 

美
恵
子 

編
集
・
制
作 

 

髙 

橋 
 

猛 

 
 

 
 

 

（0
9

0

―4
6

4
1

-0
7

7
7

番
） 

 
 
 a

d
o
ta

ka
@

ca
rro

t.o
cn

.n
e
.jp

 

編
集
補
助 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

校 

正 
 

 
 

松
村
隆
行 

宮
杉 

曠 

 
 

 
 

 
 

 

岩
堀
俊
彦 

わ
ー
ぷ
ろ
屋
の
ひ
と
り
ご
とⅢ

 
◎
早
朝
か
ら
ウ
グ
イ
ス
と
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
縄
張
り
争
い
？ 

の
鳴
き
声
の

応
酬
、
ツ
バ
メ
も
来
て
い
ま
す
。
時
の
流
れ
に
身
を
ま
か
せ
で
は
な
い

で
す
が
、
年
々
早
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
酷

い
花
粉
症
や
黄
砂
、
大
き
な
寒
暖
差
に
よ
り
体
調
管
理
が
難
し
く
、
疲

れ
た
と
感
じ
た
と
き
は
、
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
て
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
ま

す
。 

◎
４
月
入
り
、
目
に
つ
く
何
も
か
も
新
鮮
で
心
も
足
取
り
も
軽
く
な
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
藤
城
地
域
に
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
っ
た
草
花
の

種
類
の
多
い
こ
と
。
名
前
が
分
か
ら
な
い
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
時

間
が
あ
れ
ば
ス
マ
ホ
で
「
コ
ノ
ハ
ナ
ナ
ニ
」
の
ソ
フ
ト
を
開
い
て
写
真

を
撮
っ
て
調
べ
て
い
ま
す
が
、
カ
タ
カ
ナ
名
が
多
く
す
ぐ
に
忘
れ
て
し

ま
い
ま
す
。 

◎
春
休
み
も
終
わ
り
Ｊ
Ｒ
藤
森
駅
前
の
見
守
り
を
再
開
し
ま
し
た
。
新
し

い
生
活
が
始
ま
り
、
顔
ぶ
れ
も
変
わ
り
ま
し
た
。
心
を
引
き
締
め
、
挨

拶
の
声
を
大
き
く
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
か
ら
中
学
生
、
中
学
生
か
ら

高
校
生
、
高
校
生
か
ら
大
学
生
、
大
学
生
か
ら
新
社
会
人
に
、
制
服
や

ス
ー
ツ
姿
、
お
化
粧
に
ド
キ
ッ
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
わ
ず
か
２

週
間
ほ
ど
で
、
皆
さ
ん
素
敵
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
成
長
を
楽
し
み
に

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

◎
水
温
が
高
く
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
メ
ダ
カ
の
孵
化
が
よ
う
や
く

始
ま
り
ま
し
た
。
毎
朝
、
水
面
に
顔
を
近
づ
け
て
数
を
数
え
て
い
ま
す
。

新
た
に
見
つ
け
た
と
き
に
「
生
ま
れ
て
い
る
！
」
と
大
き
な
声
を
出
し

て
い
る
よ
う
で
、
家
族
か
ら
ひ
ん
し
ゅ
く
を
か
っ
て
い
ま
す
。 

◎
新
し
い
方
々
に
投
稿
を
い
た
だ
き
本
誌
の
記
事
内
容
が
よ
り
充
実
し
て

き
た
と
、
編
集
を
し
な
が
ら
感
じ
て
い
ま
す
。
勉
強
に
な
る
こ
と
、
役

立
つ
こ
と
が
一
杯
あ
り
ま
す
。
三
宅
さ
ん
の
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
記
事
、

本
田
先
生
の
歯
の
記
事
、
高
野
先
生
の
心
得
の
記
事
は
、
何
度
も
読
み

返
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

◎
本
誌
の
カ
ラ
ー
の
表
紙
は
、
イ
ラ
ス
ト
か
ら
写
真
に
変
わ
っ
た
以
降
も
、

う
え
だ
い
ず
み
さ
ん
に
制
作
・
印
刷
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
感
謝
、

感
謝
で
す
。 
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